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１
－

（
２

）
Ａ

  
地

方
創

生
や

「
食

・
農

」
に

か
か

わ
る

課
題

抽
出

の
場

と
し

て
の

「
地

方
創

生
推

進
協

議
会

」
の

開
催

：
３

回
／

年

開
催

日
名

称
場

所
参

加
人

数
会

議
内

容

①
平
成
2
9
年
8
月
8
日

地
方
創
生
推
進
・
食
農
協
議
会

和
歌
山
大
学
本
部
共
通
棟
３
階

会
議
室

４
人

食
農
協
議
会
規
約
の
確
認
と
会
長
・
議
長
選

出
。
会
長
・
議
長
に
県
農
林
水
産
部
の
原
部

長
を
選
出
。
案
件
：
１
）
食
農
総
合
研
究
所
の

概
要
に
つ
い
て
、
２
）
食
農
総
合
研
究
所
の
事

業
報
告
に
つ
い
て
、
３
）
食
農
総
合
研
究
所
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
４
）
意
見
交
換
、
５
）
そ
の

他

②
平
成
2
9
年
8
月
8
日

地
方
創
生
推
進
・
食
農
協
議
会
実
務
者
会
議

和
歌
山
大
学
本
部
共
通
棟
３
階

会
議
室

７
人

同
上

③
平
成
3
0
年
3
月
7
日

地
方
創
生
推
進
・
食
農
協
議
会
実
務
者
会
議

和
歌
山
大
学
本
部
共
通
棟
３
階

会
議
室

７
人

1
)平

成
2
9
年
度
食
農
総
合
研
究
所
の
業
務
な

ら
び
に
活
動
結
果
に
つ
い
て
、
2
)食

農
総
合

研
究
所
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
3
)そ
の

他
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２
－
（
１
）
　
寄
附
講
義
の
開
講
（
学
部
開
放
講
義
と
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
対
応
）
の
開
講
：
１
科
目
（
一
般
受
講
者
1
0
名
、
学
生
2
0
名
以
上
）
／
年

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

講
義
の
目
的
・
成
果

備
考

約
5
0
人

【
授

業
計

画
】

􌔗􌔗
視

座
①

：
戦

略
的

地
域

づ
く

り
の

た
め

の
理

論
ガ

イ
ダ

ン
ス

藤
田

武
弘

・
和

歌
山

大
学

　
【
0
1
】
地

域
循

環
型

社
会

構
築

の
現

代
的

意
義

(橋
本

卓
爾

・
元

和
歌

山
大

学
) 

９
月

3
0
日

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

　
【
0
2
】
協

同
組

合
の

現
代

的
価

値
(小

野
雅

之
・
神

戸
大

学
) 

９
月

3
0
日

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

　
【
0
3
】
中

山
間

地
域

問
題

の
可

視
化

(有
田

昭
一

郎
・
島

根
県

中
山

間
地

域
研

究
セ

ン
タ

ー
) 

1
0
月

１
日

９
：
0
0
～

1
0
：
3
0

􌔗􌔗
視

座
②

：
「
地

域
づ

く
り

・
人

材
育

成
」
実

践
の

成
果

に
学

ぶ

　
【
0
4
】
地

域
経

営
の

た
め

の
合

意
形

成
と

組
織

づ
く

り
(玉

井
常

貴
・
㈱

秋
津

野
) 

1
0
月

2
8
日

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

　
【
0
5
】
農

商
工

連
携

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
(木

村
則

夫
・
㈱

秋
津

野
) 

1
0
月

2
8
日

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

　
【
0
6
】
産

官
学

地
域

連
携

と
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

(岸
上

光
克

・
和

歌
山

大
学

) 
1
0
月

2
9
日

９
：
0
0
～

1
0
：
3
0

􌔗􌔗
視

座
③

：
地

域
資

源
を

活
用

し
た

「
６

次
産

業
化

」
と

地
方

創
生

　
【
0
7
】
果

樹
産

地
に

お
け

る
「
６

次
産

業
化

」
の

課
題

と
展

望
(細

野
賢

治
・
広

島
大

学
) 

1
1
月

1
1
日

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

　
【
0
8
】
漁

業
資

源
を

活
用

し
た

「
６

次
産

業
化

」
(中

澤
さ

か
な

・
「
道

の
駅

」
萩

し
ー

ま
ー

と
) 

1
1
月

1
1
日

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

　
【
0
9
】
「
島

を
繁

盛
さ

せ
る

」
離

島
の

地
域

づ
く

り
(恒

光
一

将
・
島

根
県

海
士

町
役

場
) 

1
1
月

1
2
日

９
：
0
0
～

1
0
：
3
0

􌔗􌔗
視

座
④

：
都

市
農

村
関

係
の

変
化

と
新

し
い

ツ
ー

リ
ズ

ム

　
【
1
0
】
都

市
農

村
関

係
の

変
化

と
日

本
型

グ
リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ

ズ
ム

(藤
田

武
弘

・
和

歌
山

大
学

) 
１

月
６

日
1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

　
【
1
1
】
産

直
活

動
を

通
じ

た
都

市
農

村
交

流
(宇

田
篤

弘
・
紀

ノ
川

農
業

協
同

組
合

) 
１

月
６

日
1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

　
【
1
2
】
農

産
物

直
売

所
に

求
め

ら
れ

る
新

た
な

役
割

と
産

消
提

携
(平

岡
龍

・
JA

紀
の

里
体

験
農

業
部

会
) 

１
月

７
日

９
：
0
0
～

1
0
：
3
0

􌔗􌔗
視

座
⑤

：
日

本
農

業
の

行
方

と
農

山
村

再
生

の
戦

略

　
【
1
3
】
日

本
農

業
の

後
継

者
問

題
を

考
え

る
(山

本
淳

子
・
独

立
行

政
法

人
農

研
機

構
) 

２
月

３
日

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

　
【
1
4
】
地

域
サ

ポ
ー

ト
人

か
ら

み
た

農
山

村
再

生
(図

司
直

也
・
法

政
大

学
) 

２
月

３
日

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

　
【
1
5
】
世

界
の

食
料

問
題

と
日

本
農

業
(大

西
敏

夫
・
和

歌
山

大
学

) 
２

月
４

日
９

：
0
0
～

1
0
：
3
0

􌔗􌔗
特

別
講

義
と

ま
と

め

　
【
1
6
】
地

域
再

生
と

地
域

内
再

投
資

力
論

(岡
田

知
弘

・
京

都
大

学
) 

２
月

1
7
日

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

地
方

創
生

が
叫

ば
れ

る
昨

今
、

農
山

村
再

生
手

法
と

し
て

注
目

を
集

め
る

都
市

農
村

交
流

で
は

、
農

作
業

や
農

村
で

の
生

活
体

験
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
「
も

て
な

し
を

提
供

す
る

側
と

享
受

す
る

側
と

が
、

対
等

・
互

恵
の

人
間

的
な

関
係

に
立

っ
て

、
相

互
に

喜
び

を
共

有
す

る
精

神
性

(ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
の

精
神

)」
に

基
づ

く
関

係
性

を
構

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

本
講

義
で

は
「
都

市
農

村
交

流
に

よ
る

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
人

材
の

育
成

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

、
①

戦
略

的
地

域
づ

く
り

の
た

め
の

理
論

、
②

先
進

地
の

「
地

域
づ

く
り

・
人

材
育

成
」
実

践
、

③
地

域
資

源
を

活
用

し
た

「
６

次
産

業
化

」
と

地
方

創
生

、
④

都
市

農
村

関
係

の
変

化
と

新
し

い
ツ

ー
リ

ズ
ム

、
⑤

日
本

農
業

の
行

方
と

農
山

村
再

生
の

戦
略

、
の

５
つ

の
視

座
か

ら
農

山
村

に
お

け
る

地
域

づ
く

り
戦

略
を

考
え

る
。

地
域

づ
く

り
戦

略
論

（
後

期
）

南
紀

熊
野

サ
テ

ラ
イ

ト
学

部
開

放
科

目

江
頭

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
事

業
振

興
財

団
「
寄

付
講

義
」

（
主

任
講

師
：
藤

田
武

弘
）

講
義

の
総

括
お

よ
び

そ
れ

ぞ
れ

の
視

座
か

ら
提

供
さ

れ
る

講
義

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

主
任

講
師

が
つ

と
め

る
が

、
産

官
学

地
域

連
携

の
視

点
か

ら
、

民
間

事
業

者
、

地
域

住
民

も
講

師
陣

に
加

え
る

ほ
か

、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る

全
国

的
議

論
を

リ
ー

ド
す

る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
迎

え
る

こ
と

で
、

時
宣

に
か

な
っ

た
体

系
性

の
あ

る
学

び
の

場
を

提
供

を
め

ざ
す

。
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２
－
（
２
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
か
か
わ
る
自
治
体
お
よ
び
関
係
団
体
か
ら
の
受
託
・
共
同
研
究
：
２
件
／
年

名
称

予
算
規
模

受
託
・
共
同
研
究
別

委
託
元

研
究
代
表
者

参
加
教
員

研
究
概
要
（
記
述
中
）

①
梅
酢
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
か
ぜ

症
候
群
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
関
す
る
研
究

共
同
研
究

紀
州
田
辺
う
め
振
興

協
議
会

会
長
　
真
砂
　
充
敏

大
西
敏
夫

三
谷
隆
彦

梅
酢
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
か
ぜ

症
候
群
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
関
す
る
研
究
に
つ
い

て
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
臨
床
試
験
を
を

踏
ま
え
実
施
し
て
い
る
。

②
観
光
素
材
の
掘
り
起
し
及
び

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

共
同
研
究

紀
美
野
町

岸
上
光
克

大
西
敏
夫
、
藤
田
武

弘
、
藤
田
和
史
、
辻

和
良
、
杉
本
敏
男
、

植
田
淳
子
、
大
浦
由

美

農
業
・
農
村
分
野
を
重
点
に
置

い
て
、
以
下
の
3
調
査
（
①
農
家

全
戸
調
査
、
②
テ
ー
マ
別
（
移

住
者
・
農
家
民
泊
）
調
査
、
③

観
光
周
遊
調
査
）
を
行
う
こ
と
に

よ
り
同
町
の
現
状
把
握
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
市
民
農
園
の
新
た
な
展
開
方

式
に
よ
る
都
市
農
業
再
生
方

策
に
関
す
る
研
究

共
同
研
究

JA
わ
か
や
ま

藤
田
武
弘

大
西
敏
夫
、
大
浦
由

美
、
辻
和
良
、
植
田

淳
子

和
歌
山
市
内
・
都
市
的
地
域
に

お
け
る
市
民
農
園
・
体
験
農
園

の
取
組
・
普
及
に
つ
い
て
、
県

外
の
先
進
事
例
の
調
査
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
新
た
な
方
策
に
つ

い
て
研
究
・
開
発
し
て
い
る
。

④
田
辺
市
旧
二
川
小
学
校
活
用

基
本
計
画
策
定
業
務

受
託
研
究

田
辺
市

岸
上
光
克

大
西
敏
夫
、
藤
田
武

弘
、
辻
和
良
、
植
田

淳
子

閉
校
と
な
っ
て
い
る
旧
二
川
小

学
校
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

和
歌
山
大
学
（
食
農
総
合
研
究

所
と
の
連
携
に
よ
り
、
活
用
の

方
向
性
に
係
る
基
礎
調
査
を
行

い
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。
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３
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
か
か
わ
る
研
究
成
果
（
学
術
図
書
・
学
術
論
文
等
の
公
表
）
：
５
編
以
上
／
年

氏
名

業
績

発
行
所

掲
載
誌
・
書
名

発
行
年

業
績
内
容

査
読
の

備
考

概
要

書
名
・
巻
号
・
頁
数

有
無

①
貫

田
理

紗
・
藤

井
至

・
藤

田
武

弘

農
業

・
農

村
の

担
い

手
確

保
か

ら
み

た
都

市
農

村
交

流
活

動
の

役
割

と
意

義
−

農
村

ワ
ー

キ
ン

グ
ホ

リ
デ

ー
を

事
例

に
−

日
本

農
業

市
場

学
会

農
業

市
場

研
究

 第
2
6
巻

第
1
号

、
平

成
2
9
年

6
月

学
術

論
文

有
分

担
執

筆

②
大

西
敏

夫
集

落
ま

る
ご

と
６

次
産

業
化

に
よ

る
地

域
創

生
の

取
り

組
み

－
奈

良
県

桜
井

市
笠

地
区

の
取

組
事

例
－

筑
波

書
房

そ
ば

に
よ

る
地

域
創

生
 そ

ば
の

生
産

・
流

通
と

６
次

産
業

化
・
農

商
工

連
携

（
日

本
農

業
市

場
学

会
研

究
叢

書
⑰

）
、

平
成

2
9
年

７
月

学
術

図
書

（
論

文
）

無
分

担
執

筆

③
大

西
敏

夫
和

歌
山

県
に

お
け

る
農

業
集

落
の

現
況

と
地

域
的

特
徴

－
2
0
1
0
年

セ
ン

サ
ス

「
農

業
集

落
調

査
」
結

果
分

析
を

中
心

に
－

和
歌

山
大

学
経

済
研

究
所

地
域

研
究

シ
リ
ー

ズ
５

２
、

p
p
.1

-
2
9

平
成

2
9
年

７
月

論
文

無
単

著

④
日

本
食

品
工

学
会

2
0
1
7
年

学
術

論
文

有

梅
干

し
製

造
副

産
物

の
梅

酢
か

ら
工

業
的

に
製

造
し

た
フ

ェ
ノ

ー
ル

化
合

物
の

化
学

的
分

析

⑤
大

西
敏

夫
ウ

メ
主

産
地

に
お

け
る

六
次

産
業

化
の

展
開

状
況

－
和

歌
山

県
田

辺
・
み

な
べ

地
域

－
農

林
統

計
協

会
戦

後
日

本
の

食
料

・
農

業
・
農

村
　

第
8

巻
、

p
p
4
2
7
-
4
4
6

平
成

3
0
年

２
月

学
術

図
書

（
論

文
）

無
分

担
執

筆

⑥
大

西
敏

夫
都

市
化

と
農

地
保

全
の

展
開

史
筑

波
書

房
都

市
化

と
農

地
保

全
の

展
開

史
、

平
成

3
0
年

2
月

学
術

図
書

無
単

著

⑦
日

本
薬

学
会

2
0
1
8
年

学
術

論
文

有

梅
の

抗
菌

作
用

は
腸

内
で

は
ク

エ
ン

酸
で

は
な

く
、

果
実

由
来

の
フ

ェ
ノ

ー
ル

化
合

物
が

関
与

す
る

⑧
濱

中
大

輝
・
小

野
寺

真
穂

・
辻

和
良

・
川

村
和

史

和
歌

山
県

に
お

け
る

大
規

模
稲

作
農

家
の

経
営

実
態

と
課

題
和

歌
山

県
農

林
水

産
部

和
歌

山
県

農
林

水
産

研
究

報
告

・
第

５
号

・
p
p
.2

3
-
2
9

論
文

無
共

著

⑨
八

島
雄

士
・
岸

上
光

克

社
会

的
企

業
に

お
け

る
戦

略
マ

ッ
プ

の
適

用
可

能
性

-
地

域
経

営
組

織
に

お
け

る
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

-

メ
ル

コ
学

術
振

興
財

団
メ

ル
コ

管
理

会
計

研
究

（
受

理
済

み
）

論
文

有

⑩
大

西
敏

夫
都

市
農

業
に

お
け

る
経

営
展

開
の

可
能

性
と

そ
の

条
件

昭
和

堂
農

業
と

経
済

　
V

o
l.
8
4
　

N
o
.2

（
2
0
1
8
年

3
月

）
平

成
3
0
年

3
月

学
術

論
文

無
単

著
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8

４
-
（
１
）
　
学
会
発
表
・
研
究
会
報
告
等

氏
名

題
目

学
会
・
研
究
会
名

主
催

開
催
日

場
所

備
考

①
山

本
奈

美
、

三
谷

　
隆

彦
、

有
田

幹
雄

他
減

塩
を

目
的

と
し

た
山

椒
に

よ
る

塩
味

増
強

作
用

の
検

討
第

6
回

臨
床

高
血

圧
フ

ォ
ー

ラ
ム

日
本

高
血

圧
学

会
平

成
2
9
年

5
月

1
3
日

岡
山

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

セ
ン

タ
ー

②
山

本
奈

美
、

三
谷

　
隆

彦
、

有
田

幹
雄

他
減

塩
を

目
的

と
し

た
山

椒
に

よ
る

塩
味

増
強

作
用

の
検

討
日

本
家

政
学

会
6
9
回

大
会

日
本

家
政

学
会

平
成

2
9
年

5
月

2
8
日

奈
良

女
子

大
学

③
辻

和
良

・
植

田
淳

子
中

山
間

地
域

に
お

け
る

移
住

者
の

受
け

入
れ

に
対

す
る

農
家

意
識

－
和

歌
山

県
紀

美
野

町
農

家
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
を

中
心

に
－

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
7

年
度

大
会

（
個

別
報

告
）

日
本

農
業

市
場

学
会

平
成

2
9
年

7
月

2
日

岩
手

大
学

④
阪

井
加

寿
子

・
貫

田
理

紗
・

藤
田

武
弘

U
Iタ

ー
ン

移
住

者
の

実
態

と
農

村
移

住
支

援
に

つ
い

て
の

考
察

2
0
1
7
年

度
日

本
農

業
市

場
学

会
大

会
（
個

別
報

告
）

日
本

農
業

市
場

学
会

平
成

2
9
年

7
月

2
日

岩
手

大
学

⑤
藤

井
至

・
稲

葉
修

武
・
藤

田
武

弘
都

市
農

業
を

め
ぐ

る
新

た
な

環
境

変
化

と
都

市
農

村
交

流
の

展
開

可
能

性
2
0
1
7
年

度
日

本
農

業
市

場
学

会
大

会
（
個

別
報

告
）

日
本

農
業

市
場

学
会

平
成

2
9
年

7
月

2
日

岩
手

大
学

④
岸

上
光

克
地

域
経

営
を

め
ぐ

る
最

新
の

動
向

-
地

域
運

営
組

織
と

は
-

メ
ル

コ
学

術
振

興
財

団
研

究
助

成
　

和
歌

山
研

究
会

メ
ル

コ
学

術
振

興
財

団
（
研

究
代

表
：
八

平
成

2
9
年

8
月

8
日

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

⑤
森

口
仁

文
・
鈴

木
利

雄
・
植

田
尚

亨
・
岸

上
光

克
・
稲

葉
伸

也

和
歌

山
県

産
柿

果
実

の
栄

養
・
機

能
性

成
分

に
関

す
る

調
査

研
究

第
 6

4
 回

大
会

　
公

益
社

団
法

人
 日

本
食

品
科

学
工

学
会

公
益

社
団

法
人

 日
本

食
品

科
学

工
学

会
平

成
2
9
年

8
月

2
9
日

日
本

大
学

 湘
南

キ
ャ

ン
パ

ス

⑥
藤

田
武

弘
和

歌
山

大
学

観
光

学
部

の
取

組
と

人
材

育
成

第
8
回

国
際

観
光

医
療

学
会

学
術

集
会

国
際

観
光

医
療

学
会

平
成

2
9
年

1
0
月

1
4
日

ダ
イ

ワ
ロ

イ
ネ

ッ
ト

ホ
テ

ル
和

歌
山

⑦
植

田
淳

子
・
辻

和
良

・
藤

田
武

弘
加

工
グ

ル
ー

プ
活

動
を

通
じ

た
農

家
女

性
の

主
体

形
成

の
特

質
日

本
農

村
生

活
学

会
日

本
農

村
生

活
学

会
平

成
2
9
年

1
0
月

1
4
・

1
5
日

東
京

農
業

大
学

⑧
大

浦
由

美
・
大

西
敏

夫
こ

れ
か

ら
の

地
域

づ
く

り
－

「
田

園
回

帰
」
志

向
を

農
山

村
は

ど
う

受
け

止
め

る
か

－
農

村
計

画
学

会
　

2
0
1
7
年

度
秋

期
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
農

村
計

画
学

会
平

成
2
9
年

1
1
月

2
5
日

和
歌

山
大

学
シ

ス
テ

ム
工

学
部

Ａ
１

０
１

　
大

講
義

室

大
浦

由
美

：
コ

メ
ン

テ
ー

タ
ー

、
大

西
敏

夫
：
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

⑨
植

田
淳

子
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
事

業
導

入
に

　
お

け
る

農
家

女
性

の
主

体
形

成
の

変
容

日
本

村
落

研
究

学
会

関
西

研
究

会
日

本
村

落
研

究
学

会
関

西
研

究
会

平
成

2
9
年

1
2
月

2
6
日

キ
ャ

ン
パ

ス
プ

ラ
ザ

京
都

⑩
W

o
o
d
 G

ir
ls

, 
A

gr
i-

w
o
m

en
 ＆

F
is

h
er

－
en

n
e：

平
成

2
9
年

3
月

３
～

６
日
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10

４
-
（
３
）
　
そ
の
他
（
雑
誌
論
説
、
研
究
報
告
書
・
研
究
資
料
、
新
聞
記
事
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
）

氏
名

分
類

題
目

機
関

名
・
巻

号
名

発
行

所
・
番

組
名

称
等

開
催

日
備

考

①
藤

田
武

弘
新

聞
記

事
和

歌
山

大
観

光
学

部
が

国
連

世
界

観
光

機
関

の
認

証
を

国
内

初
取

得
産

経
新

聞
平

成
2
9
年

4
月

4
日

②
藤

田
武

弘
新

聞
記

事
観

光
学

の
国

際
拠

点
に

 和
大

が
国

連
機

関
認

証
わ

か
や

ま
新

報
平

成
2
9
年

4
月

5
日

③
大

西
敏

夫
論

説
都

市
農

業
振

興
・
都

市
農

地
保

全
に

向
け

た
最

近
の

動
き

と
課

題
「
大

阪
農

民
会

館
だ

よ
り

」
第

1
5
4
号

（
一

財
）
大

阪
農

業
振

興
協

会
平

成
2
9
年

4
月

2
5
日

④
辻

和
良

雑
誌

論
説

ウ
メ

農
家

の
経

営
効

率
を

考
え

る
和

歌
山

の
果

樹
・
2
0
1
7
年

5
月

号
和

歌
山

県
農

業
協

同
組

合
連

合
会

平
成

2
9
年

5
月

1
日

⑤
三

谷
隆

彦
新

聞
記

事
実

ザ
ン

シ
ョ
ウ

堪
能

日
本

農
業

新
聞

平
成

2
9
年

6
月

8
日

⑥
辻

和
良

雑
誌

論
説

温
州

ミ
カ

ン
農

家
の

隔
年

結
果

対
策

と
経

営
改

善
の

方
向

和
歌

山
の

果
樹

・
2
0
1
7
年

7
月

号
和

歌
山

県
農

業
協

同
組

合
連

合
会

平
成

2
9
年

7
月

1
日

⑦
藤

田
武

弘
新

聞
記

事
グ

ロ
ー

バ
ル

時
代

を
ひ

ら
く

（
和

歌
山

大
学

・
国

際
観

光
学

研
究

セ
ン

タ
ー

）
大

学
特

集
日

本
経

済
新

聞
平

成
2
9
年

7
月

5
日

⑧
杦

本
敏

男
研

究
報

告
書

コ
ム

ギ
種

子
タ

ン
パ

ク
質

含
量

増
加

に
関

与
す

る
ホ

ス
ホ

ピ
ル

ビ
ン

酸
カ

ル
ボ

キ
シ

ラ
ー

ゼ
分

子
種

の
同

定
：
ブ

レ
ン

ド
米

粉
パ

ン
用

コ
ム

ギ
種

子
の

品
質

改

公
益

財
団

法
人

　
飯

島
藤

十
郎

記
念

食
品

科
学

振
興

財
団

　
平

成
2
8

年
度

年
報

　
第

3
2
巻

　
2
9
9
頁

～

公
益

財
団

法
人

　
飯

島
藤

十
郎

記
念

食
品

科
学

振
興

財
団

平
成

2
9
年

8
月

⑨
藤

田
武

弘
ラ

ジ
オ

放
送

日
本

の
農

業
・
農

村
を

元
気

に
（
日

本
の

農
業

と
JA

の
役

割
〜

中
家

徹
・
全

中
会

長
就

任
記

念
特

集
）

和
歌

山
放

送
平

成
2
9
年

8
月

1
2
日

⑩
辻

和
良

雑
誌

論
説

線
形

計
画

法
を

利
用

し
た

経
営

計
画

和
歌

山
の

果
樹

・
2
0
1
7
年

9
月

号
和

歌
山

県
農

業
協

同
組

合
連

合
会

平
成

2
9
年

9
月

1
日

⑪
杦

本
敏

男
植

物
の

機
能

と
ヒ

ト
の

知
恵

和
歌

山
大

学
岸

和
田

サ
テ

ラ
イ

ト
第

9
6
回

浪
切

サ
ロ

ン
平

成
2
9
年

1
0
月

1
8
日

⑫
辻

和
良

雑
誌

論
説

線
形

計
画

モ
デ

ル
の

作
成

と
Ｘ

Ｌ
Ｐ

の
利

用
和

歌
山

の
果

樹
・
2
0
1
7
年

1
1
月

号
和

歌
山

県
農

業
協

同
組

合
連

合
会

平
成

2
9
年

1
1
月

1
日

⑬
三

谷
隆

彦
新

聞
記

事
梅

酢
ヒ

ト
の

風
邪

に
効

果
　

梅
酢

ポ
リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

臨
床

試
験

産
経

新
聞

平
成

2
9
年

1
2
月

7
日

⑭
三

谷
隆

彦
新

聞
記

事
風

邪
や

イ
ン

フ
ル

症
状

軽
減

確
認

　
梅

酢
ポ

リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

臨
床

試
験

読
売

新
聞

平
成

2
9
年

1
2
月

8
日

⑮
三

谷
隆

彦
新

聞
記

事
鼻

水
、

の
ど

に
梅

が
効

く
　

梅
酢

ポ
リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

臨
床

試
験

毎
日

新
聞

平
成

2
9
年

1
2
月

1
0
日

⑯
三

谷
隆

彦
テ

レ
ビ

報
道

梅
酢

ポ
リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

臨
床

試
験

N
H

K
・
あ

す
の

W
A

平
成

2
9
年

1
2
月

1
3
日

⑰
辻

和
良

雑
誌

論
説

和
歌

山
県

農
山

村
地

域
へ

の
移

住
の

実
態

和
歌

山
の

果
樹

・
2
0
1
8
年

1
月

号
和

歌
山

県
農

業
協

同
組

合
連

合
会

平
成

3
0
年

1
月

1
日

⑱
杦

本
敏

男
雑

誌
論

説
緩

効
性

窒
素

肥
料

を
用

い
た

窒
素

栄
養

の
学

習
と

そ
の

教
育

効
果

農
業

と
科

学
、

1
月

号
ジ

ェ
イ

カ
ム

ア
グ

リ
株

式
会

社
平

成
3
0
年

1
月

1
日

⑲
辻

和
良

雑
誌

論
説

レ
モ

ン
の

需
給

動
向

と
国

産
レ

モ
ン

の
産

地
化

－
広

島
レ

モ
ン

の
取

り
組

み
－

和
歌

山
の

果
樹

・
2
0
1
8
年

3
月

号
和

歌
山

県
農

業
協

同
組

合
連

合
会

平
成

3
0
年

3
月

1
日
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５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

　
　
○
運
営
委
員
会

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

①
平
成
2
9
年
6
月
2
0
日

和
歌
山
大
学
経
済
学
部
本
館
５
階

第
３
会
議
室

１
）
研
究
所
運
営
委
員
会
規
程
、
２
）
研
究
所
事
業
報
告
、
３
）
研
究
所
事
業
計
画

（
案
）
、
４
）
そ
の
他

②
平
成
3
0
年
3
月
2
0
日

和
歌
山
大
学
本
部
共
通
棟
3
階
会

議
室

１
）
研
究
所
事
業
結
果
、
２
）
研
究
所
次
年
度
事
業
計
画
（
メ
モ
）
、
３
）
そ
の
他

　
　
○
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

①
平
成
2
9
年
８
月
1
8
日
～

2
0
日

長
野
県
飯
田
市
内

地
方
創
生
・
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
現
地
検
討
会
：
農
家
民
泊
対
面
式
見
学
、

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
牧
野
光
朗
飯
田
市
長
講
演
、
「
農
家
民
宿

（
太
田
い
く
子
さ
ん
」
訪
問
・
意
見
交
換
等
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５
．
研
究
所
活
動

(2
)　
所
内
会
議

開
催
日

開
催
内
容

備
考

①
平
成
2
9
年
4
月
3
日

食
農
総
合
研
究
所
の
体
制
と
活
動
方
向
、
昨
年
度
の
反
省
と
今
後
の
活
動
な
ど

②
平
成
2
9
年
4
月
1
1
日

食
農
総
合
研
究
所
の
活
動
計
画
及
び
今
後
の
方
向
な
ど

③
平
成
2
9
年
4
月
2
5
日

食
農
総
合
研
究
所
の
業
務
・
活
動
計
画
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
公
募
に
つ
い
て
な
ど

④
平
成
2
9
年
5
月
9
日

食
農
総
合
研
究
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
組
み
な
ど

⑤
平
成
2
9
年
5
月
2
3
日

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
参
加
教
員
の
応
募
確
認
、
運
営
委
員
会
開
催
の
件
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
及
び
実
務
者
メ
ン
バ
ー
確
認
な
ど
1
2

⑥
平
成
2
9
年
6
月
1
3
日

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
参
加
教
員
の
応
募
確
認
、
運
営
委
員
会
開
催
の
件
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議
開
催
の
件
な
ど

⑦
平
成
2
9
年
6
月
2
7
日

各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
取
組
の
件
、
食
農
協
議
会
・
実
務
者
会
議
の
件
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
現
地
検
討
会
な
ど

⑧
平
成
2
9
年
7
月
1
1
日

予
算
関
す
る
基
本
方
針
、
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議
の
開
催
計
画
、
食
農
協
議
会
・
実
務
者
会
議
の
件
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
現
地
検
討
会
な
ど

⑨
平
成
2
9
年
7
月
2
5
日

各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議
結
果
、
各
種
意
見
交
換
会
結
果
、
食
農
協
議
会
、
実
務
者
会
議
の
件
、
意
見
交
換
会
の
開
催
な
ど

⑩
平
成
2
9
年
8
月
8
日

食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
現
地
検
討
会
の
開
催
の
件
、
各
種
現
地
検
討
会
・
意
見
交
換
会
の
開
催
な
ど

⑪
平
成
2
9
年
8
月
2
2
日

紀
美
野
町
共
同
研
究
の
件
、
地
域
課
題
現
地
検
討
会
の
件
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
7
イ
ン
和
歌
山
の
開
催
な
ど

⑫
平
成
2
9
年
9
月
1
9
日

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本
年
度
予
算
執
行
に
つ
い
て
、
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
つ
い
て
な
ど

⑬
平
成
2
9
年
1
0
月
1
6
日

都
市
農
村
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
、
資
源
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
農
村
計
画
学
会
全
国
大
会
開
催
の
件
な
ど

⑭
平
成
2
9
年
1
1
月
1
3
日

地
域
課
題
現
地
検
討
会
の
件
、
農
村
計
画
学
会
全
国
大
会
の
件
、
紀
美
野
町
、
二
川
地
域
の
調
査
状
況
、
今
後
の
会
議
予
定
な
ど

⑮
平
成
2
9
年
1
1
月
2
7
日

地
域
課
題
現
地
検
討
会
の
件
、
地
方
創
生
現
地
検
討
会
の
件
、
本
年
度
予
算
執
行
に
つ
い
て
、
当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

⑯
平
成
2
9
年
1
2
月
1
1
日

食
農
総
合
研
究
所
の
今
後
に
つ
い
て
、
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
組
の
件
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

⑰
平
成
2
9
年
1
2
月
2
5
日

地
域
課
題
検
討
会
の
件
、
地
方
創
生
現
地
検
討
会
の
件
、
教
育
研
究
高
度
化
研
究
会
の
件
、
研
究
年
報
の
中
間
報
告
な
ど

⑱
平
成
3
0
年
1
月
5
日

地
域
課
題
検
討
会
の
件
、
地
方
創
生
現
地
検
討
会
の
件
、
教
育
研
究
高
度
化
研
究
会
の
件
、
関
係
会
議
関
係
の
件
な
ど

⑲
平
成
3
0
年
1
月
2
2
日

地
域
課
題
検
討
会
の
件
、
地
方
創
生
現
地
検
討
会
の
件
、
教
育
研
究
高
度
化
研
究
会
の
件
、
平
成
3
0
年
度
関
連
な
ど

⑳
平
成
3
0
年
2
月
5
日

各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
取
組
内
容
、
地
域
課
題
検
討
会
の
件
、
地
方
創
生
現
地
検
討
会
の
件
、
教
育
研
究
高
度
化
研
究
会
の
件
な
ど

㉑
平
成
3
0
年
2
月
2
6
日

地
域
課
題
検
討
会
の
件
、
地
方
創
生
現
地
検
討
会
の
件
な
ど

㉒
平
成
3
0
年
3
月
5
日

地
域
課
題
検
討
会
の
件
、
食
農
協
議
会
実
務
者
会
議
の
件
な
ど

㉓
平
成
3
0
年
3
月
2
6
日

平
成
3
0
年
度
の
活
動
内
容
な
ど
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５
．
研
究
所
活
動

(３
)　
研
究
所
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

会
議
名

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

①
ＩＣ
Ｔ
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
情
報
交
換
会

平
成
2
9
年
5
月
3
1
日

和
歌
山
大
学
総
合
研
究

棟
Ｓ
2
0
4

和
歌
山
県
に
お
け
る
農
業
ＩＣ
Ｔ
の
展
開
可
能
性

②
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

平
成
2
9
年
6
月
1
9
日

和
歌
山
大
学
経
済
学
部

本
館
５
階
第
２
会
議
室

１
）
平
成
2
9
年
度
食
農
総
合
研
究
所
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
、
２
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
、

３
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

③
地
域
資
源
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

平
成
2
9
年
7
月
1
8
日

和
歌
山
大
学
経
済
学
部

本
館
５
階
第
３
会
議
室

平
成
2
9
年
度
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

④
都
市
農
村
共
生
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

平
成
2
9
年
7
月
2
0
日

和
歌
山
大
学
経
済
学
部

本
館
５
階
第
３
会
議
室

平
成
2
9
年
度
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
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５
．
研
究
所
活
動

(４
)　
教
育
活
動
へ
の
寄
与

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

備
考

【
授

業
の

ね
ら

い
・
概

要
】

1
5
人

【
授

業
計

画
】

　
第

１
回

食
と

農
を

取
り

巻
く

環
境

(担
当

：
大

西
敏

夫
)

　
　

　
な

ぜ
、

「
食

」
と

「
農

」
と

「
地

域
づ

く
り

」
が

求
め

ら
れ

る
の

か
を

解
説

  
第

２
回

農
村

ビ
ジ

ネ
ス

と
地

域
づ

く
り

(担
当

：
岸

上
光

克
)

　
　

　
６

次
産

業
化

や
地

域
づ

く
り

(地
域

運
営

組
織

)の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

学
ぶ

　
第

３
回

グ
リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
と

農
家

女
性

(担
当

：
植

田
淳

子
)

　
　

　
G

T
の

展
開

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

担
い

手
の

中
核

と
な

っ
た

農
家

女
性

の
主

体
形

成
に

つ
い

て
学

ぶ

　
第

４
回

農
業

経
営

の
組

織
と

運
営

、
診

断
と

設
計

(担
当

：
辻

和
良

)

  
  
  
農

業
経

営
の

基
礎

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

よ
る

演
習

も
行

う

　
第

５
回

岸
和

田
市

丘
陵

地
区

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

(担
当

：
岸

上
光

克
)

　
　

　
(「

JA
い

ず
み

の
」
の

取
り

組
み

、
人

参
「
彩

誉
」
の

ブ
ラ

ン
ド

化
、

若
手

農
業

者
４

Ｈ
ク

ラ
ブ

の
取

り
組

み
等

)

　
第

６
回

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
発

表
(担

当
：
岸

上
光

克
)

　
  

  
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

課
題

を
設

定
し

、
解

決
方

法
に

つ
い

て
議

論
と

報
告

を
行

う

日
本

の
豊

か
な

食
を

支
え

る
農

業
・
農

村
は

危
機

的
状

況
に

あ
り

ま
す

。
一

方
で

、
近

年
で

は
、

全
国

の
農

村
で

は
活

性
化

に
向

け
て

様
々

な
取

り
組

み
が

見
ら

れ
ま

す
。

国
も

「
地

方
創

生
」
を

合
言

葉
と

し
て

、
農

業
・
農

村
を

応
援

し
て

い
ま

す
。

本
講

義
で

は
、

食
と

農
の

関
係

性
の

変
化

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

農
業

経
営

や
都

市
農

村
交

流
、

そ
し

て
地

域
づ

く
り

に
つ

い
て

現
状

と
課

題
を

把
握

し
、

今
後

の
展

開
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。

講
義

・
演

習
方

式
学

部
開

放
科

目
・
後

期
「
食

農
地

域
づ

く
り

入
門

」
（
和

歌
山

大
学

岸
和

田
サ

テ
ラ

イ
ト
）

平
成

2
9
年

1
0
月

7
日

～
1
1

月
1
8
日
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５
．
研
究
所
活
動

（
５
）
　
研
究
所
成
果
報
告
・
研
究
年
報
・
研
究
所
た
よ
り
な
ど

種
類

発
行
日

内
容

備
考

①
研

究
成

果
第

2
号

2
0
1
7
年

6
月

地
域

経
営

の
た

め
の

合
意

形
成

と
組

織
づ

く
り

（
2
0
1
6
年

度
都

市
農

村
共

生
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
現

地
交

流
会

記
録

）

②
研

究
成

果
第

3
号

2
0
1
7
年

6
月

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

が
起

こ
る

地
域

社
会

創
造

を
目

指
し

て
-
求

め
ら

れ
る

共
創

の
場

づ
く

り
-

（
和

歌
山

大
学

 食
農

総
合

研
究

所
 公

開
セ

ミ
ナ

ー
「
地

方
創

生
に

求
め

ら
れ

る
課

題
と

展
望

」
 記

録
）

③
研

究
成

果
第

4
号

2
0
1
8
年

3
月

田
辺

市
龍

神
村

に
お

け
る

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

者
・
女

性
活

動
の

現
状

と
課

題
（
2
0
1
7
年

度
都

市
農

村
共

生
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
現

地
交

流
会

記
録

）

④
研

究
成

果
第

5
号

2
0
1
8
年

3
月

神
戸

大
学

と
篠

山
市

の
地

域
連

携
活

動
の

展
開

と
課

題
（
2
0
1
7
年

度
都

市
農

村
共

生
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
現

地
交

流
会

記
録

）

⑤
研

究
成

果
第

6
号

2
0
1
8
年

3
月

多
角

化
の

視
点

か
ら

考
え

る
6
次

産
業

化
（
2
0
1
7
年

度
都

市
農

村
共

生
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
研

究
セ

ミ
ナ

ー
記

録
）

⑥
研

究
成

果
第

7
号

2
0
1
8
年

3
月

和
歌

山
県

農
業

展
開

史

⑦
平

成
2
9
年

度
研

究
年

報
2
0
1
8
年

3
月

食
農

総
合

研
究

所
研

究
年

報
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５
．
研
究
所
活
動

（
６
）
　
意
見
交
換
会
、
広
報
活
動
、
そ
の
他
の
活
動
な
ど

名
称

開
催
日

場
所

内
容

備
考

①
県
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
会

平
成
2
9
年
7
月
1
2
日

県
庁
内

経
営
支
援
課
・
普
及
班
、
研
究
推
進
室
と
の
情
報
交
換
・

意
見
交
換

②
辻
調
理
師
専
門
学
校
と
の
意
見
交
換
会

平
成
2
9
年
8
月
2
4
日

和
歌
山
大
学
観
光

学
部
学
部
長
室

情
報
交
換
・
意
見
交
換

③
県
ＪＡ
グ
ル
ー
プ
（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

と
の
意
見
交
換
会

平
成
2
9
年
8
月
2
5
日

和
歌
山
大
学
経
済

学
部
本
館
５
階
第
３

会
議
室

情
報
交
換
・
意
見
交
換

④
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
フ
ァ
ー
ラ
ム

平
成
2
9
年
9
月
2
日
～

３
日

和
歌
山
大
学
観
光

学
部
講
義
棟

情
報
交
換
・
意
見
交
換
・
現
地
視
察

一
般
財
団
法
人
・

東
京
水
産
振
興

会
・
食
農
総
合
研

究
所
共
催

⑤
第
2
回
農
産
物
機
能
性
活
用
研
究
会

平
成
2
9
年
9
月
8
日

近
畿
大
学
生
物
理

工
学
部
３
号
館
1
1
0

教
室

地
域
特
産
物
の
開
発
事
例
(福
井
県
)や
開
発
方
法
な
ど
の

紹
介


